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1. 調査概要 

1.1 調査目的 

雷別地区自然再生事業の実施に伴うモニタリング調査(地表性甲虫調査)は、森林再生に伴う自然

環境の変化について、その指標種を選定し行うこととしており、これらの指標種について事業着手

後の種組成を明らかにするための調査を行い、モニタリングの基礎データとして整理するものであ

る。 

 なお、平成 21年度報告では、これまで得られた調査結果から森林再生の指標として表 1-1のオ

サムシ科甲虫 6種を選定している。 

 

表 1-1 森林再生の指標となりうる 6 種の動態予測（平成 21 年度報告書より抜粋） 

生息環境

区分 
指標種 

現在                        将来 

 

ササ草原       疎林            樹林地 

森林性 

オクエゾクロナガ

オサムシ 
 

ツンベルグナガゴ

ミムシ 
 

ヒメクロオサムシ  

非森林性 

コブスジアカガネ

オサムシ 
 

コガシラナガゴミ

ムシ 
 

キンナガゴミムシ  

 

1.2 調査概要 

 

業 務 名 ： 平成 22年度雷別地区自然再生事業モニタリング調査業務 

業 務 箇 所 ： 川上郡標茶町 根釧西部森林管理署管轄 

標茶町雷別地区の国有林内(290林班、293林班、301林班) 

契 約 年月 日 ： 平成 22年 7月 12日 

工 期 ： 平成 22年 7月 12日～平成 22年 11月 30日 

発 注 者 ： 林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター 

中島 章文 所長 

林  直樹 自然再生指導官 

受 注 者 ： 株式会社 北開水工コンサルタント 

  管理技術者 

照査技術者(社内) 

担 当 者(主) 

担 当 者(副) 

担 当 者(副) 

担 当 者(副) 

本社防災環境部 田崎 冬記 

本社防災環境部 折戸 由里子 

本社防災環境部 濱  幸枝 

本社防災環境部 梅本 和延 

釧路支店    折戸 聖 

釧路支店    石黒 大輔 

安定した森林環境に出現 

安定した森林環境に出現 

立木密度が高くなるとより増加する 

立木密度が高くなると減少 

立木密度が高くなると減少 

木本や林床植生が発達すると消滅 
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2. 調査内容 

 

表 2-1に地表性甲虫類調査内容を示した。 

 

表 2-1 地表性甲虫類調査内容 

調査箇所 事業地（293林班）：⑩、⑪、⑫、⑬  

天然林（290林班、301林班）：天然林 1、天然林 2、天然林 3、天然林 4 計 8点 

調査方法 ピットフォールトラップ法：1箇所 10個設置、埋設後 7日目に回収 

調査時期・回数 7月調査：7月 22日設置、7月 29日回収・7日間 

8月調査：8月 24日設置、8月 31日回収・7日間 計 2回 

成果品（とりま

とめ） 

①調査位置図（GPSデータ添付） 

②調査箇所の環境（植生・落葉層の厚さ・地温等の立地条件） 

③地表性甲虫（オサムシ・ゴミムシ類）の種類ごとの捕獲個体数 

 

 

2.1 調査箇所 

 調査は、根釧西部森林管理署管内 290林班、293林班及び 301林班内の 8箇所で実施した。 

調査箇所は、自然再生事業事前モニタリング調査で設定した事業地内の 4箇所（箇所名：⑩～⑬）、

及び近隣の天然林箇所 4箇所（箇所名：天然林 1～4）と共通の計 8箇所とした（表 2-2、図 2-1）。 

7月 16日に現地踏査を行い、監督員との協議により、事業地のうち⑩、⑬は地がき箇所に、⑪、

⑫は地がきを実施していない箇所にトラップを設置した。 

 なお、地がきは平成 21年 9～10月に行われている。 

 

表 2-2 調査箇所 

区分 調査箇所名 植生区分 林班 トラップ設置箇所 

事業地 ⑩ 笹地 293 地がき箇所 

(笹地) ⑪ 笹地 293 地がきをしてない箇所 

 ⑫ 二次林（疎林） 293 地がきをしてない箇所 

 ⑬ 二次林（疎林） 293 地がき箇所 

天然林 天然林 1 エゾイタヤ-ミズナラ林 290 林縁 

 天然林 2 エゾイタヤ-ミズナラ林 290 林縁 

 天然林 3 ハシドイ-ヤチダモ林 301 林内 

 天然林 4 ハシドイ-ヤチダモ林 301 林内 
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図 2-1 調査位置 
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2.2 調査方法・時期 

 調査方法はピットフォールトラップ法とし、平成 21年度調査と同

様の方法で実施した（表 2-3）。 

1箇所に 10個のトラップを 2m 間隔に埋設し、地表性甲虫類を捕

獲した。トラップには防腐剤として 30%酢酸を使用した。 

1回の調査期間は 7日間とし、トラップ埋設後 7日目にトラップを

回収した。 

回収したトラップは、1 トラップ毎ビニール袋に入れて持ち帰り、

室内でソーティングを行った。サンプルは、70%エタノール溶液に保

存した。オサムシ科（オサムシ類・ゴミムシ類）昆虫については、種

レベルで同定を行い、1 トラップ毎に種別の個体数をカウントした。

また、補足的に、他分類群についても同定を行った。 

トラップ設置箇所の環境条件として、植生、落葉層の厚さ、立地条件、地温を計測し、調査箇所

の位置座標をハンディ GPS（写真 2-1）で記録した。また、全天写真を撮影し、CanopOn2 によ

り空隙率を算出した。 

 調査は 7月（7月 22日設置、29日回収）と 8月（8月 24日設置、31日回収）の 2回実施した。 

 

表 2-3 調査方法 

項目 内容 

調査方法 ピットフォー

ルトラップ法 

1箇所 10個、2m間隔でトラップを埋設。 

トラップとして口径 7cm、高さ約 9cm、容量約 200ml のプラスチックコッ

プ、防腐剤として酢酸を 30%に希釈した水溶液を使用。 

 室内分析 オサムシ科（オサムシ類・ゴミムシ類）昆虫は、種レベルで同定を行い、1

トラップ毎に種別の個体数をカウント。 

 植生 調査箇所に生育する代表的な植物種（木本・草本）を記録。 

全天写真撮影（使用レンズ：SIGMA  EX、等立体角射影）。 

 落葉層の厚さ コンベックスを使用し、落葉層の厚さを記録。 

 立地条件 クリノメーターを使用し、傾斜・方位を記録。 

 地温・気温 水銀棒状気温型を使用し、トラップ設置および回収時の地温、気温を計測。 

 調査位置 ハンディ GPS（使用 GPS：Thales Mobile Mapper Pro）を使用し、トラッ

プ設置箇所の始点、終点の位置座標を記録。 

調査時期・期間 7月調査：7月 22日設置、7月 29日回収・7日間 

8月調査：8月 24日設置、8月 31日回収・7日間  

 

 

2.3 成果品（とりまとめ） 

 調査結果については、①調査位置図（GPS データ添付）、②調査箇所の環境（植生・落葉層の厚

さ・地温等の立地条件）、③地表性甲虫（オサムシ・ゴミムシ類）の種類ごとの捕獲個体数につい

てとりまとめた。 

 

 

 
写真 2-1 ハンディ

GPS(Thales Mobile Mapper) 
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トラップ設置作業 回収時のトラップの状況 

  

トラップ回収作業 植生調査 

  

落葉層の厚さの計測 地温の計測 

写真 2-2 調査実施状況 
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3. 調査結果 

 

3.1 調査箇所の位置 

 表 3-1に各調査箇所のピットフォール設置座標（始点・終点）を整理した。 

 

表 3-1 ピットフォール設置位置（始点・終点） 

箇所名 位置 
緯度経度(世界測地系) 

GPS北緯 GPS東経 

⑩ 始点 43°13′41.369″ 144°37′08.291″ 

 終点 43°13′40.930″ 144°37′08.780″ 

⑪ 始点 43°13′34.661″ 144°37′16.060″ 

 終点 43°13′34.310″ 144°37′16.651″ 

⑫ 始点 43°13′19.646″ 144°37′23.287″ 

 終点 43°13′20.117″ 144°37′22.806″ 

⑬ 始点 43°13′06.635″ 144°37′26.043″ 

 終点 43°13′06.056″ 144°37′25.982″ 

天然林 1 始点 43°12′46.665″ 144°37′14.469″ 

 終点 43°12′47.049″ 144°37′14.425″ 

天然林 2 始点 43°12′49.051″ 144°37′15.985″ 

 終点 43°12′49.555″ 144°37′16.463″ 

天然林 3 始点 43°17′54.574″ 144°37′23.481″ 

 終点 43°17′54.090″ 144°37′23.027″ 

天然林 4 始点 43°17′55.644″ 144°37′22.457″ 

 終点 43°17′56.068″ 144°37′22.659″ 
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3.2 調査箇所の環境 

 表 3-2～表 3-4に調査箇所の環境条件を、図 3-1に平均地温と空隙率を示した。 

 

3.2.1 植生 

 各調査地は、傾斜が 3～17°の平坦地および緩傾斜地で、標高は 60～100m程度の立地環境にあ

る。 

事業地⑩～⑬の 4箇所は立木密度が低く、⑩、⑪は笹地、⑫、⑬は二次林の疎林であり、全天写

真解析(CanopOn2)による空隙率は⑩で 76.1%、⑪で 82.2%、⑫で 54.0%、⑬で 41.7%であった。

一方、天然林 1～4の全天空隙率はすべて 15%以下と低かった。 

林床植生は、地がき箇所である⑩、⑬以外はオオクマザサ（エゾミヤコザサ）が密生し、他植物

の生育は少ない傾向にあった。地がき箇所の⑩、⑬は、現在、裸地が目立つ状態であり、オオヨモ

ギ、アキタブキ、キツリフネ、アキカラマツ等の植物が確認された。 

 落葉層の厚さは、地がき箇所である⑩および⑬で 0cm、その他は 3～5cmの範囲であり、地がき

の有無以外で落葉層に大きな違いはみられなかった。 

 

 

3.2.2 地温 

 平均地温は、天然林 1～4で 20℃を下回ったのに対し、事業地では 20℃を上回り、とくに地がき

箇所である⑩、⑬で高い傾向がみられた。 

 よって、地温は、立木密度や林床植生による被陰状況の違いにより変動すると考えられた。 
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図 3-1 調査箇所別の平均地温（℃）と空隙率(%) 

※平均地温は、7月および 8月調査の設置・回収、計 4回の計測値の平均を示す。 

※バーは地温の最大・最小値を示す。 

※天 1：天然林 1、天 2：天然林 2、天 3：天然林 3、天 4：天然林 4を示す。 
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表 3-2 調査箇所の環境条件 

調査 

箇所 

立地環境 
林況 林床植生 

落葉

層

(cm) 

平均

地温

（℃） 

平均

気温

（℃） 
全景 全天写真と空隙率(%) 

方位 
傾斜

(°) 

⑩ S56W 7 立木密度は疎。空隙

率は約 76.1%。倒木

がみられる。 
タラノキ、ヤチダモ、

エゾイタヤ、エビガ

ライチゴ等が生育。 

トラップは地がき箇

所に設置、裸地が目立

つ。 
オオヨモギ、アキタブ

キ、オオバコ、キツリ

フネ、アキカラマツ、

エゾヤマハギ、オオク

マザサ、ハンゴンソ

ウ、ヨブスマソウ、ウ

ド等が生育。 

0 22.1  23.6  

 

 
76.1% 

⑪ S45W 13 立木密度は疎。空隙

率は約 82.2%。倒木

が多くみられる。 

ヤチダモ、タラノキ、

エゾニワトコ、エビ

ガライチゴ等が生

育。 

オオクマザサ優占、樹

高 90cm程度。 
ヨブスマソウ、オオヨ

モギ、ハンゴンソウ、

アキカラマツ、アキタ

ブキ、オシダ等が生

育。 

4 20.2  23.0  

 

 
82.2% 

⑫ S68W 10 立木密度はやや疎。

空隙率は約 54%。倒

木がみられる。低木

が多い。 

ヤチダモ、タラノキ、

ハルニレ、キハダ、

エゾイタヤ、エゾニ

ワトコ等が生育。 

オオクマザサ優占、樹

高 110cm程度。 
オオヨモギ、ヒヨドリ

バナ、ハンゴンソウ、

ヨブスマソウ、アキタ

ブキ等が生育。 

3 20.0  23.6  

 

 
54.0% 

※平均地温・気温は、7月および 8月調査の設置・回収、計 4回の計測値の平均を示した。 
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表 3-3 調査箇所の環境条件 

調査 

箇所 

立地環境 
林況 林床植生 

落葉

層

(cm) 

平均

地温

（℃） 

平均

気温

（℃） 
全景 全天写真と空隙率(%) 

方位 
傾斜

(°) 
⑬ N85W 14 立木密度はやや疎。

空隙率は約 41.7%。

倒木がみられる。低

木が生育する。 
エゾイタヤ、ミズナ

ラ、トドマツ、ヤチ

ダモ等が生育。 

トラップは地がき箇

所に設置、裸地が目立

つ。 
オオヨモギ、アキタブ

キ、メマツヨイグサ、

オオクマザサ、エゾヤ

マハギ、タラノキ、ウ

ド、ヨブスマソウ、ハ

ンゴンソウ等が生育。 

0 21.1  22.8  

 

 
41.7% 

天然林

1 
E 5 立木密度は中。空隙

率は約 7.3%。 

ミズナラ主体で、ケ

ヤマハンノキ、ハリ

ギリ、エゾイタヤ、

ヤチダモ、シラカン

バ、キハダ等が生育。 
 

オオクマザサ優占、樹

高 80cm程度。 

フッキソウ、オシダ等

が生育。 

5 19.3  21.9  

 

 
7.3% 

天然林

2 
S40E 6 立木密度は中。空隙

率は約 9.1%。 

ケヤマハンノキ主体

で、ヤマグワ、エゾ

イタヤ、ノリウツギ、

ヤチダモ、ハルニレ、

ミズキ等が生育。 
 

オオクマザサ優占、樹

高 100cm程度。 

エゾイラクサ、フッキ

ソウ、ヨブスマソウ等

が生育。 

4 18.5  21.6  

 

 
9.1% 

※平均地温・気温は、7月および 8月調査の設置・回収、計 4回の計測値の平均を示した。
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表 3-4 調査箇所の環境条件 

調査 

箇所 

立地環境 
林況 林床植生 

落葉

層

(cm) 

平均

地温

（℃） 

平均

気温

（℃） 
全景 全天写真と空隙率(%) 

方位 
傾斜

(°) 

天然林

3 
S40E 17 立木密度は中。空隙

率は約 13.9%。 

ハルニレ、ハシドイ、

ノリウツギ、キハダ、

ヤチダモ、キタコブ

シ、エゾイタヤ、ヤ

マブトウ等が生育。 

オオクマザサ優占、樹

高 110cm程度。 

ヨブスマソウ、ホザキ

シモツケ等が生育。 

4 19.8  22.6  

 

 
13.9% 

天然林

4 
S66E 3 立木密度は中。空隙

率は約 8.9%。 

オオバボダイジュ、

エゾヤマザクラ、オ

ニグルミ、ヤチダモ、

エゾイタヤ、ウダイ

カンバ、アズキナシ

等が生育。 

オオクマザサ優占、樹

高 80cm程度。 

他植物はほとんどみ

られない。 

5 19.2  22.3  

 

 
8.9% 

※平均地温・気温は、7月および 8月調査の設置・回収、計 4回の計測値の平均を示した。
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3.3 気象状況 

昆虫類の捕獲数は調査年、調査日の気象状況にも関連すると考えられることから、気象状況に

ついて整理した。データは気象庁のホームページより標茶町のデータを使用した。 

 

3.3.1 平成 22 年度の気象状況 

表 3-5に平成 22年および過去 10年平均の月平均気温と月降水量を示した。 

平成 22年夏季は記録的猛暑であり、月平均気温は 7月で 18.2℃（過去 10年平均 16.3℃）、8

月で 21.0℃(過去 10年平均 18.4℃)と、過去 10年平均と比較して 7月で 1.9℃、8月で 2.6℃高か

った。月降水量も例年よりやや多く、7月で 221.5mm（過去 10年平均 123mm）、8月で 155mm(過

去 10年平均 119mm)であった。 

 

表 3-5 平成 22年および過去 10年平均（平成 12年～21年）の月平均気温・月降水量  

項目 

月 

降水量合計(mm) 月平均気温(℃) 

H22 10年平均 H22 10年平均 

1月 23.0 51.9  -7.5  -7.9 

2月 7.0 22.2  -7.6  -7.5 

3月 36.0 66.3  -2.7  -2.1 

4月 126.5 80.0  2.5  3.5 

5月 131.0 89.6  7.9  9.0 

6月 63.5 97.1  14.9  13.4 

7月 221.5 123.1  18.2  16.3 

8月 155.0 119.4  21.0  18.4 

※出典：気象庁ホームページ 地点：標茶町 

 

3.3.2 調査期間中の気象状況 

図 3-2に平成 22年度 7～8月の降水量と日平均気温を示した。 

調査期間中の気象について、7月調査の設置開始から回収完了まで（7月 22日 11時～29日 13

時）、累積で 77mmの降雨があった。また、日平均気温は 15.9～21.9℃の範囲にあった。 

8月調査の設置開始から回収完了まで（8月 24日 11時～31日 13時）、累積で 2.5mmの降雨

があった。平均気温は 18.9～23.5℃の範囲にあった。 
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図 3-2 平成 22年度 7～8月の日降水量(mm)および日平均気温(℃) 
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3.4 平成 22 年度調査における地表性甲虫類の確認状況 

3.4.1 確認種・優占種 

 今年度調査で確認されたオサムシ科昆虫は、表 3-6に示す 37種 989個体であった。 

最も多く捕獲されたのは、ヒメクロオサムシで 206個体、次いでアトマルナガゴミムシ 176個

体、エゾマルガタナガゴミムシ 114個体、コクロツヤヒラタゴミムシ 106個体、オクエゾクロナ

ガオサムシ 81個体であり、上位 5種で全捕獲個体のおよそ 70%を占めた。 

 また、「孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北海道開拓記念館研究紀要第 31 号（堀繁久、

2003）」を参考にし、オサムシ科昆虫を生息する環境によって、「森林性」と「非森林性」の 2タ

イプに大別すると、優占度の高い上位 5種はすべて森林性種であった。 

 トラップ毎の時期別、種別の確認個体数は巻末資料に示した。 

 

表 3-6 平成 22年度調査におけるオサムシ科確認種および個体数 

No. 種名 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 天 1 天 2 天 3 天 4 計 
生息環

境区分 

1 ヒメクロオサムシ 2 6 13 2 55 59 27 42 206 ● 

2 アトマルナガゴミムシ 9 54 30 5 32 17 19 10 176 ● 

3 エゾマルガタナガゴミムシ   2  25 27 21 39 114 ● 

4 コクロツヤヒラタゴミムシ 2 28 19 1 40 9 5 2 106 ● 

5 オクエゾクロナガオサムシ   1 1 21 27 13 18 81 ● 

6 コブスジアカガネオサムシ 4 14 20 1 1 4 9 6 59 ○ 

7 セダカオサムシ 2 8 7 4 9 2 3 8 43 ● 

8 ツンベルグナガゴミムシ     2  20 13 35 ● 

9 コガシラナガゴミムシ 7 9 1 7 5 3   32 ○ 

10 アオゴミムシ 12 7 1 6     26 ○ 

11 エゾアカガネオサムシ       8 6 14 ● 

12 エゾマイマイカブリ 2 1 2 1 4 4   14 ● 

13 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 5   7     12 ○ 

14 キンナガゴミムシ 4 3 2 1     10 ○ 

15 ツヤムネナガゴミムシ  3 1  1 3   8 ○ 

16 マルガタナガゴミムシ  1 2  2 3   8 ● 

17 セボシヒラタゴミムシ 1   4     5 ○ 

18 オオクロツヤヒラタゴミムシ  1 2  1 1   5 ● 

19 アシミゾヒメヒラタゴミムシ  1 2 1     4 ○ 

20 エゾヒメヒラタゴミムシ   4      4 ○ 

21 コマルガタゴミムシ 4        4 ○ 

22 アイヌゴモクムシ 1  1 1  1   4 ● 

23 メダカチビカワゴミムシ    2     2 ○ 

24 クロズカタキバゴミムシ     1 1   2 ○ 

25 キイロマルコミズギワゴミムシ 1   1     2 ○ 

26 キノカワゴミムシ       1 1 2 ● 

27 マルガタゴミムシ   1      1 ○ 

28 ムネナガマルガタゴミムシ   1      1 ○ 

29 チャバネホソアトキリゴミムシ   1      1 ○ 

30 ケウスゴモクムシ  1       1 ○ 

31 ヨツボシゴミムシ    1     1 ○ 

32 オオキンナガゴミムシ 1        1 ○ 

33 アシミゾナガゴミムシ  1       1 ○ 

34 マルガタツヤヒラタゴミムシ     1    1 ○ 

35 クロツヤヒラタゴミムシ      1   1 ● 

36 ヒラタキイロチビゴミムシ   1      1 ○ 

37 クビアカツヤゴモクムシ  1       1 ○ 

 確認種数（種） 15 16 21 17 15 15 10 10 37  

 確認個体数（個体） 57 139 114 46 200 162 126 145 989  

※●：森林性種、○：非森林性種、■：森林再生指標種のうち森林性種、■：非森林性種 

生息環境区分は、「孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北海道開拓記念館研究紀要第 31号（堀繁久,2003）」を参考。 

一部の種については記述がなかったため、その生息環境から判断した。 
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ヒメクロオサムシ アトマルナガゴミムシ 

  

エゾマルガタナガゴミムシ オクエゾクロナガオサムシ 

  

コブスジアカガネオサムシ ツンベルグナガゴミムシ 

  

コガシラナガゴミムシ キンナガゴミムシ 

写真 3-1 確認オサムシ科昆虫 
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3.4.2 時期別の確認状況 

 図 3-3に時期別の確認種数、確認個体数を示した。 

 確認種数は、7月で 27種、8月で 28種であり、そのうち 7月と 8月で共通して確認されたの

は 18種であった。 

 確認個体数は、7月で 276個体、8月で 713個体と 8月で多かった。8月調査で確認個体数が

多かった要因として、7 月調査では調査期間中に比較的強い雨が降ったため、オサムシ科甲虫の

活動が鈍った可能性があること、また、文献によると（孤立林のオサムシ科甲虫群集の特性／北

海道開拓記念館研究紀要第 31 号（堀繁久、2003））、石狩低地におけるオサムシ科の活動ピーク

は初夏と晩夏であり、晩夏に実施した 8月調査で多くなった等の可能性が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認種数（種）

18

9

10

7月のみ確認 8月のみ確認 7月と8月の両方

確認個体数（個体数）

713

276

7月 8月

 

図 3-3 時期別の確認種数（左）、確認個体数（右） 
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3.4.3 箇所別の確認状況 

（1）種数・個体数 

図 3-4に箇所別の生息環境区分別確認種数、個体数を示した。 

確認種数は、天然林より事業地で多い傾向がみられた。オサムシ科の生息環境区分別にみると、

事業地の⑩～⑬では非森林性種が、天然林では森林性種が多い結果となった。とくに天然林 3、4

では森林性種の占める割合が高く、確認種の 90%（9 種）が森林性種であった。天然林 3、4 よ

り天然林 1、2で非森林性種が多いのは、設置場所が林縁であるためと考えられる。 

 

確認個体数は、事業地より天然林で多い傾向がみられた。生息環境区分別にみると、天然林で

は森林性種の占める割合が圧倒的に高く、確認個体の 90%以上が森林性種であった。事業地のう

ち、⑪、⑫は、種類では非森林性種のほうが多いものの、確認個体数では森林性種の占める割合

が 70%程度と高い結果となった。一方、地がき箇所にトラップを設置した⑩、⑬は、森林性種の

占める割合が 30%程度と低く、また、全体の確認個体数が 50個体程度と他箇所より少ないこと

で特徴づけられた。 
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図 3-4 箇所別の生息環境区分別確認種数（上）、個体数（下） 
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（2）優占種 

表 3-7に箇所別の優占種上位 5種を示した。 

事業地⑩～⑬では、⑩は非森林性のアオゴミムシ、⑪、⑫は森林性のアトマルナガゴミムシ、

⑬では非森林性のコガシラナガゴミムシ、ヨツボシケシミズギワゴミムシが最も優占し、地がき

箇所では非森林性種が優占した。指標種に着目すると、非森林性指標種は事業地すべてでいずれ

かの種が含まれる結果となった。一方、森林性指標種では、⑫のヒメクロオサムシ以外は上位 5

種に含まれなかった。 

天然林 1～4 では優占上位 5 種はすべて森林性種であり、いずれの箇所も森林性の指標種とし

て選定されているヒメクロオサムシが第 1優占種となった。指標種に着目すると、天然林 1と 2

ではヒメクロオサムシとオクエゾクロナガオサムシの森林性指標 2種、天然林 3と 4ではツンベ

ルグナガゴミムシを含む森林性指標全 3種が優占上位 5種に含まれた。 

  

表 3-7 箇所別の優占種上位 5種 

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

1 ○ アオゴミムシ 12 21.1 ● アトマルナガゴミムシ 54 38.8

2 ● アトマルナガゴミムシ 9 15.8 ● コクロツヤヒラタゴミムシ 28 20.1

3 ○ コガシラナガゴミムシ 7 12.3 ○ コブスジアカガネオサムシ 14 10.1

4 ○ ヨツボシケシミズギワゴミムシ 5 8.8 ○ コガシラナガゴミムシ 9 6.5

5 ○ コブスジアカガネオサムシ 4 7.0 ● セダカオサムシ 8 5.8

その他 20 35.1 その他 26 18.7

⑫ ⑬
生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

1 ● アトマルナガゴミムシ 30 26.3 ○ コガシラナガゴミムシ 7 15.2

2 ○ コブスジアカガネオサムシ 20 17.5 ○ ヨツボシケシミズギワゴミムシ 7 15.2

3 ● コクロツヤヒラタゴミムシ 19 16.7 ○ アオゴミムシ 6 13.0

4 ● ヒメクロオサムシ 13 11.4 ● アトマルナガゴミムシ 5 10.9

5 ● セダカオサムシ 7 6.1 ● セダカオサムシ 4 8.7

その他 25 21.9 その他 17 37.0

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

1 ● ヒメクロオサムシ 55 27.5 ● ヒメクロオサムシ 59 36.4

2 ● コクロツヤヒラタゴミムシ 40 20 ● エゾマルガタナガゴミムシ 27 16.7

3 ● アトマルナガゴミムシ 32 16 ● オクエゾクロナガオサムシ 27 16.7

4 ● エゾマルガタナガゴミムシ 25 12.5 ● アトマルナガゴミムシ 17 10.5

5 ● オクエゾクロナガオサムシ 21 10.5 ● コクロツヤヒラタゴミムシ 9 5.6

その他 27 13.5 その他 23 14.2

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

生息環
境区分

種名
個体数
(個体）

個体数
割合(%)

1 ● ヒメクロオサムシ 27 21.4 ● ヒメクロオサムシ 42 29.0

2 ● エゾマルガタナガゴミムシ 21 16.7 ● エゾマルガタナガゴミムシ 39 26.9

3 ● ツンベルグナガゴミムシ 20 15.9 ● オクエゾクロナガオサムシ 18 12.4

4 ● アトマルナガゴミムシ 19 15.1 ● ツンベルグナガゴミムシ 13 9.0

5 ● オクエゾクロナガオサムシ 13 10.3 ● アトマルナガゴミムシ 10 6.9

その他 26 20.6 その他 23 15.9

天然林3 天然林4優占
順位

⑪
優占
順位

優占
順位

天然林1 天然林2

⑩

優占
順位

 

※●：森林性種、○：非森林性種、■：森林再生指標種のうち森林性種、■：非森林性種
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（3）類似度 

調査箇所間での種組成の類似度を把握するため、種別の確認個体数を用い、クラスター分析（ウ

ォード法による）を行った結果が図 3-5である。 

クラスターは、事業地の⑩～⑬と天然林 1～4 で大別され、さらに事業地では地がき箇所であ

る⑩、⑬と、地がき箇所でない⑪、⑫で、天然林ではエゾイタヤ-ミズナラ林で林縁の天然林 1、

2と、ハシドイ-ヤチダモ林の天然林 3、4にグループわけされた（グループ A～D）。 

 各グループの特徴をまとめると表 3-8 のようであり、森林の発達度はグループ A(⑩、⑬)＜グ

ループ B(⑪、⑫)＜グループ C(天然林 1、2)＜グループ D(天然林 3、4)の順で高いといえる。 

以上より、オサムシ科の種組成は、大きくは天然林と笹地・二次林の疎林でわけられ、事業地

では地がきの有無による林床植生、天然林では林況あるいは林縁、林内等設置環境によって、異

なることが推察された。 

 

表 3-8 箇所別のオサムシ科昆虫の特徴 

森林の発達度 低い   高い 

クラスター分析に

よる分類 
グループ A グループ B グループ C グループ D 

調査箇所 ⑩、⑬ ⑪、⑫ 天然林 1、天然林 2 天然林 3、天然林 4 

植生区分 
笹地（⑩）と二次

林の疎林（⑬） 

笹地（⑪）と二次

林の疎林（⑫） 

エゾイタヤ -ミズ

ナラ林 

ハシドイ -ヤチダ

モ林 

設置環境 
地がき箇所。裸地

が多い。 

地がきしていない

箇所。林床ササ 
林床ササ、林縁 林床ササ、林内 

種数 約 40%が森林性種 約 45%が森林性種 約 70%が森林性種 約 90%が森林性種 

個体数 約 30%が森林性種 約 70%が森林性種 約 95%が森林性種 約 95%が森林性種 

優占種 

アオゴミムシ、コ

ガシラナガゴミム

シ、アトマルナガ

ゴミムシ等。個体

数は少ない 

アトマルナガゴミ

ムシ、コクロツヤ

ヒラタゴミムシ、

コブスジアカガネ

オサムシ等 

ヒメクロオサム

シ、エゾマルガタ

ナガゴミムシ、ア

トマルナガゴミム

シ等 

ヒメクロオサム

シ、エゾマルガタ

ナガゴミムシ、ツ

ンベルグナガゴミ

ムシ等 

 
図 3-5 クラスター分析 
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グループ A グループ B グループ C グループD 
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3.4.4 希少種の確認状況 

 今年度調査では、北海道 RDB希少種に指定されるエゾクロバエが確認された。なお、平成 21

年度調査ではエゾクロバエのほか、コシアキトゲアシイエバエが確認されている。 

  

表 3-9 希少種エゾクロバエの確認状況と生態 

 
エゾクロバエ Onesia hokkaidensis 

確認状況 

天然林 3で 8月に 1個体 

天然林 4で 8月に 1個体 計 2個体 

 

生態等 

体長約 9mm。国内では北海道と本州に分布する。

生態等詳細は不明。 
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3.5 地表性甲虫類の経年変化 

3.5.1 地表性甲虫類調査実施状況 

 森林再生事業に関わる地表性甲虫調査は、平成 17 年度より始まり、今年度は事業実施後、初

めての調査となる（表 3-10）。 

調査箇所や方法、時期は、年度によって多少異なるが、平成 21 年度は今年度と同様の仕様で

実施している（ただし、⑩、⑬は地がき箇所に設置）。 

ここでは、既往調査結果と今年度調査結果を比較し、オサムシ科の生息状況の変化について考

察した。なお、平成 17年度調査は調査箇所が異なるため、比較対象から除外した。 

 

表 3-10 地表性甲虫類調査実施状況 

年度 事業 

調査箇所 調査時期 

調査方法 箇

所

数 
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

天

1 
天

2 
天

3 
天

4 

回

数 
6
月 

7
月 

8
月 

H17 実施前 10 (ST1～10の 10箇所) 2 (8月、9月) 1 箇所 10 個・7 日

間 

H19 実施前 8 ● ● ● ● ● ● － － 2 ● ● － 1 箇所 10 個・7 日

間・氷酢酸なし 

H20 実施前 8 ● ● ● ● ● ● － － 2 ● ● － 1 箇所 10 個・7 日

間・氷酢酸あり 

H21 実施前 8 ● ● ● ● ● ● ● ● 2 － ● ● 1 箇所 10 個・7 日

間・氷酢酸あり 

H22 実施後 8 ● 

 

● ● ● ● ● ● ● 2 － ● ● 1 箇所 10 個・7 日

間・氷酢酸あり 

※平成 22年度の⑩、⑬は地がき箇所で実施。 
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3.5.2 確認種・個体数 

 表 3-11に平成 19年度～22年度の 4カ年分のオサムシ科確認種と個体数を示した。 

 確認種数は平成 19年度が 12種、20年度が 25種、21年度が 24種、22年度が 37種であり、

今年度で最も多かった。今年度はじめて確認された種は、ヨツボシケシミズギワゴミムシやセボ

シヒラタゴミムシ等 10 種であり、すべて非森林性の種だった。これらの初確認種の多くは荒れ

地等でみられる種であり、地がき箇所⑩、⑬で確認されたものが多く、種数増加の主要因は、地

がきによる既往調査との設置環境の違いによるものと考えられる。 

確認個体数は、平成 19年度が 411個体、平成 20年度が 214個体、平成 21年度が 308個体、

平成 22年度が 989個体であり、個体数についても今年度が最も多かった。今年度の個体数は、

ほぼ同様の条件下で調査を実施した平成 21年度のおよそ 3.2倍に相当した。  

 

表 3-11 オサムシ科確認種および個体数（平成 19～22年度） 

No. 種名 H19 H20 H21 H22 
H22 

初確認種 
生息環境

区分 

1 コクロツヤヒラタゴミムシ 104 7 71 106   ● 

2 ヒメクロオサムシ 14 12 42 206   ● 

3 アトマルナガゴミムシ 19 6 35 176   ● 

4 コブスジアカガネオサムシ   82 44 59   ○ 

5 エゾマルガタナガゴミムシ   19 20 114   ● 

6 エゾアカガネオサムシ 118 1 2 14   ● 

7 マルガタナガゴミムシ 80 9   8   ● 

8 オクエゾクロナガオサムシ   1 14 81   ● 

9 コガシラナガゴミムシ 30 15 10 32   ○ 

10 セダカオサムシ   3 25 43   ● 

11 ツンベルグナガゴミムシ   2 13 35   ● 

12 エゾマイマイカブリ 24 4 4 14   ● 

13 キンナガゴミムシ 9 17 4 10   ○ 

14 アオゴミムシ 1 2   26   ○ 

15 ツヤムネナガゴミムシ 9 5 1 8   ○ 

16 キノカワゴミムシ     10 2   ● 

17 ヨツボシケシミズギワゴミムシ       12 ■ ○ 

18 アイヌゴモクムシ   4 1 4   ● 

19 ムネナガマルガタゴミムシ   8   1   ○ 

20 アシミゾヒメヒラタゴミムシ   1 3 4   ○ 

21 エゾヒメヒラタゴミムシ   3   4   ○ 

22 オオクロナガゴミムシ   7       ● 

23 オオクロツヤヒラタゴミムシ     1 5   ● 

24 セボシヒラタゴミムシ       5 ■ ○ 

25 コマルガタゴミムシ       4 ■ ○ 

26 オオキンナガゴミムシ   1 1 1   ○ 

27 クロツヤヒラタゴミムシ   2   1   ● 

28 コヨツボシゴミムシ 2 1       ○ 

29 チャバネホソアトキリゴミムシ     2 1   ○ 

30 キイロマルコミズギワゴミムシ       2 ■ ○ 

31 クビアカツヤゴモクムシ     1 1   ○ 

32 クロズカタキバゴミムシ       2 ■ ○ 

33 ヒラタキイロチビゴミムシ     1 1   ○ 

34 マルガタツヤヒラタゴミムシ 1     1   ○ 

35 メダカチビカワゴミムシ       2 ■ ○ 

36 アシミゾナガゴミムシ       1 ■ ○ 

37 ウスモンコミズギワゴミムシ     1     ○ 

38 ケウスゴモクムシ       1 ■ ○ 

39 コホソナガゴミムシ     1     ○ 

40 チビカタキバゴミムシ     1     ○ 

41 ツノヒゲゴミムシ   1       ○ 

42 ニシオツヤゴモクムシ   1       ○ 

43 マルガタゴミムシ       1 ■ ○ 

44 ヨツボシゴミムシ       1 ■ ○ 

  確認種数（種） 12 25 24 37 10   

  確認個体数（個体） 411 214 308 989 －   

※●：森林性種、○：非森林性種、■：森林再生指標種のうち森林性種、■：非森林性種 
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昆虫の発生数は、年変動や気象条件等にも影響を受けるため、同様の箇所において、同様の方

法、時期に調査を実施した場合でも、捕獲数にばらつきがみられることがある。 

よって、森林再生に伴う地表性甲虫類の変化の把握には、個体数そのものの増減よりも、種組

成や優占種がどのように変化していくか、また、対照区である天然林と比較してどうか、が重要

と考えられる。 

 

3.5.3 箇所別の確認状況 

 箇所別の生息環境区分別の経年変化について図 3-6に、表 3-12に種別の確認個体数を整理し

た。なお、データは 4カ年で共通して実施している 7月調査結果を使用した。 

森林性種数比、個体数比は、年度によってばらつきがみられた。とくに事業地⑩～⑬では、森

林性個体数比は、平成 19年から 21年にかけて大幅に減少した後、今年度は⑬を除いて増加する

など、年度で大きくばらつく傾向がみられた。一方、天然林 1～4ではいずれの年度も確認個体

の 60%以上が森林性種で占められた。 

 

以上より、事業地のように立木密度が低い箇所では、非森林性種と森林性種の両方（または非

森林、森林ともに生息する種）が出現し、種組成がばらつく傾向があるが、天然林のように立木

密度の高い箇所では、森林性種で種構成が安定するものと考えられる。 

以下に各箇所の変化について示した。 
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図 3-6 7月調査時におけるオサムシ科確認種数と森林性種数比（上）と個体数と森林性種個体数比（下） 

※森林性種数比=森林性種数／全確認種数×100 

※森林性個体数比=森林性種個体数／全確認個体数×100 
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（1）⑩ 

優占種は、平成 19 年はエゾアカガネオサムシやコクロツヤヒラタゴミムシ、平成 20 年、21

年はコブスジアカガネオサムシ、平成 22年はアオゴミムシであった。 

平成 20年、21年度調査で優占したコブスジアカガネオサムシは森林にも生息する種である。

一方、今年度第一優占種となったアオゴミムシは、畑地や荒れ地などに生息する種であり、地が

き後の環境変化を反映した結果と考えられる。 

 

（2）⑪ 

 優占種は、平成 19年はコクロツヤヒラタゴミムシ、平成 20年度と 21年度はコブスジアカガ

ネオサムシ、平成 22年度はアトマルナガゴミムシが優占した。 

 

（3）⑫ 

 優占種は、平成 19年はコクロツヤヒラタゴミムシやコブスジアカガネオサムシ、平成 20年は

個体数自体が少なく、キンナガゴミムシやコブスジアカガネオサムシがみられた。平成 21 年度

はコブスジアカガネオサムシ、平成 22年はアトマルナガゴミムシが優占した。 

 

（4）⑬ 

 優占種は、平成 19年はコクロツヤヒラタゴミムシ、平成 20年、平成 21年は確認個体数自体

が少なく、アトマルナガゴミムシ等がみられた。地がき後にあたる平成 22 年は、コガシラナガ

ゴミムシが優占し、その他、アオゴミムシやヨツボシケシミズギワゴミムシ等荒れ地でみられる

非森林性種が多くみられた。 

 

（5）天然林 1 

 平成 19年はコクロツヤヒラタゴミムシ、平成 20年はコブスジアカガネオサムシ、平成 21年、

22年はエゾマルガタナガゴミムシが優占した。 

  

（6）天然林 2 

 平成 19年度は森林性のマルガタナガゴミムシとコクロツヤヒラタゴミムシが、平成 20～22年

は森林性のエゾマルガタナガゴミムシが第一優占種となり、変化は見られない。 

 

（7）天然林 3 

 平成 21年はツンベルグナガゴミムシ、平成 22年はエゾアカガネオサムシが優占した。 

 

（8）天然林 4 

 平成 21年はツンベルグナガゴミムシ、平成 22年はヒメクロオサムシが優占した。 
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表 3-12 7月調査時におけるオサムシ科確認種と個体数（平成 19～22年度） 

H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22 H19 H20 H21 H22
1 森林性 コクロツヤヒラタゴミムシ 12 1 18 5 5 2 10 35 5 3 15 2 1
2 アトマルナガゴミムシ 4 4 5 3 17 2 10 1 1 3 12 2 7 2 4
3 エゾマルガタナガゴミムシ 3 4 18 4 7 23 1 5 2
4 マルガタナガゴミムシ 6 1 3 1 2 1 13 1 2 15 3 2
5 エゾアカガネオサムシ 13 5 1 3 4 6 7 2 3
6 ヒメクロオサムシ 1 1 1 2 1 3 3 2 2 7 3 9
7 ツンベルグナガゴミムシ 2 3 1 3 4 6 7
8 エゾマイマイカブリ 1 4 2 3 1 1 1 2 2
9 オクエゾクロナガオサムシ 3 4 1

10 セダカオサムシ 1 1 1 1 2 1 1
11 アイヌゴモクムシ 2 1 1 1 1 1
12 オオクロナガゴミムシ 3
13 キノカワゴミムシ 1 1
14 クロツヤヒラタゴミムシ 1 1
15 非森林性 コブスジアカガネオサムシ 10 21 4 9 9 2 2 7 4 1 1 8 3 1 3 3 3
16 コガシラナガゴミムシ 7 5 6 5 1 1 1 4 1 6 1 1 4 1 1 1 3
17 アオゴミムシ 1 12 1 1 5
18 キンナガゴミムシ 1 1 1 4 3 2
19 ツヤムネナガゴミムシ 3 3 1 1 1 1
20 アシミゾヒメヒラタゴミムシ 1 3 2 1 1
21 ヨツボシケシミズギワゴミムシ 2 5
22 セボシヒラタゴミムシ 1 4
23 エゾヒメヒラタゴミムシ 4
24 キイロマルコミズギワゴミムシ 1 1
25 クロズカタキバゴミムシ 1 1
26 コヨツボシゴミムシ 1 1
27 メダカチビカワゴミムシ 2
28 ウスモンコミズギワゴミムシ 1
29 オオキンナガゴミムシ 1
30 コホソナガゴミムシ 1
31 チビカタキバゴミムシ 1
32 ツノヒゲゴミムシ 1
33 ヒラタキイロチビゴミムシ 1
34 マルガタゴミムシ 1
35 ヨツボシゴミムシ 1

森林性種個体数（個体） 35 8 2 7 33 1 2 23 9 2 3 15 17 2 2 3 56 21 10 44 42 9 7 45 - - 3 19 - - 14 26
非森林性種個体数（個体） 8 17 30 29 4 10 11 7 9 4 10 13 2 3 1 25 1 9 5 6 1 2 1 8 - - 3 - - 3
合計個体数（個体） 43 25 32 36 37 11 13 30 18 6 13 28 19 5 3 28 57 30 15 50 43 11 8 53 - - 3 22 - - 14 29
森林性種数（種） 4 4 2 3 5 1 1 3 3 2 2 4 5 2 2 3 5 9 3 9 6 3 1 7 - - 1 7 - - 4 6
非森林性種数（種） 2 4 5 7 2 2 3 4 4 2 2 6 2 3 1 8 1 2 3 3 1 2 1 4 - - 0 1 - - 0 1
合計種数（種） 6 8 7 10 7 3 4 7 7 4 4 10 7 5 3 11 6 11 6 12 7 5 2 11 - - 1 8 - - 4 7

天然林2 天然林3 天然林4⑪ ⑫ ⑬ 天然林1
種名

生息環境
区分

No.
⑩

 

■：森林再生指標種のうち森林性種、■：非森林性種
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3.5.4 森林再生指標種の確認状況 

 図 3-7に森林性指標種 6種の個体数変動を示した。 
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 図 3-7 7月調査における森林再生指標種の個体数変動（平成 19～22年度） 

※データは、データは 4カ年で共通して実施している 7月調査結果を使用。 

※天然林 3、天然林 4については、平成 19年度、20年度は調査未実施。 
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（1）ヒメクロオサムシ（森林性） 

事業地と天然林の両方で確認されているが、ほとんどの年度で事業地より天然林で多い傾向がみ

られた。今年度は天然林 4、2、3で大幅に個体数が増加した。 

 

（2）オクエゾクロナガオサムシ（森林性） 

 平成 19～21年度はいずれの箇所でも確認されていないが、今年度天然林 2、1、3で確認された。

事業地ではこれまで確認されていない。 

 

（3）ツンベルグナガゴミムシ（森林性） 

 平成 20年度は天然林 1で、平成 21～22年度は、天然林 4、3、1で確認されている。事業地で

は確認されていない。 

 

（4）キンナガゴミムシ（非森林性） 

 本種は荒れ地でみられる種であり、今年度は地がき箇所の⑩でのみ確認された。天然林では確認

されていない。 

 

（5）コブスジアカガネオサムシ（非森林性） 

事業地、天然林の両方で確認されている。今年度、事業地では減少傾向、天然林 1以外の天然林

ではやや増加傾向にあった。 

 

（6）コガシラナガゴミムシ（非森林性） 

事業地、天然林の両方で確認されている。今年度は⑬、天然林 1、天然林 3で増加傾向にあった。 

 

 

 以上より、森林性指標種は、今年度天然林でおおむね増加傾向にあったのに対し、事業地ではほ

とんど確認されなかったことから、現段階で事業地は森林性指標種が多く生息するような、安定し

た森林環境にないことが伺えた。 
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3.5.5 森林再生指標種の再検討 

指標種には、森林あるいは非森林で生息環境が限定され、かつ、本地区で確認しやすい（確認個

体数が多い）種を選定する必要があると考えられる。 

森林再生指標種 6種についてみると、確認個体数は年度でばらつきがあるが、森林性のオクエゾ

クロナガオサムシ、ツンベルグナガゴミムシの 2種は、生息環境がより限定され、比較的確認しや

すいという両方の条件を満たしており、指標性は高いといえる。 

森林性のヒメクロオサムシについては、非森林環境でもみられるが、今年度調査では天然林 4箇

所すべてで第一優占種となっており、本地区の森林で最も普通にみられる種といえる。また、非森

林性のキンナガゴミムシは、確認個体数はそれほど多くないが、非森林環境にのみ生息しており、

指標性は高いと考えられる。 

一方、非森林性のコブスジアカガネオサムシ、コガシラナガゴミムシについては、今年度調査で

は森林環境でも生息が確認されており、上記 4種より指標性は低いものと考えられる。指標種とな

りうるか、今後さらなる検討が必要と考えられる。 

 

以上より、森林再生指標種 6種のうち、森林性のオクエゾクロナガオサムシ、ツンベルグナガゴ

ミムシ、ヒメクロオサムシ、非森林性のキンナガゴミムシの 4種、また、指標種に選定されていな

いが、エゾマルガタナガゴミムシも天然林で特徴的にみられており、確認個体数も多いため、指標

性が高い種と考えられる。 

 

 

表 3-13 森林再生の指標となりうるオサムシ科昆虫の再検討 

生息

環境

区分 

指標種 

現在                  将来 

 

笹地        疎林       樹林地 

H22確認個体数 
指標性 

事業地 天然林 

森林

性 

オクエゾクロナ

ガオサムシ 
 2 79 高 

ツンベルグナガ

ゴミムシ 
 0 35 高 

エゾマルガタナ

ガゴミムシ 
 2 112 高 

ヒメクロオサム

シ 
 23 183 高 

非森

林性 

コブスジアカガ

ネオサムシ 
 39 20 やや低 

コガシラナガゴ

ミムシ 
 24 8 やや低 

キンナガゴミム

シ 
 10 0 高 

 ※赤字は平成 22年度調査で追加した指標種。 

 

 

安定した森林環境に出現 

立木密度が高くなるとより増加する 

立木密度が高くなる

立木密度が高くなる

木本や林床植生が発達する

安定した森林環境に出現 

安定した森林環境に出現 
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4. 今後の課題とまとめ 

 

4.1 今後の課題 

 地表性甲虫類の種組成は、天然林と事業地で異なることが示され、地がき箇所では荒れ地になど

に生息する非森林性種がみられるなど、環境をよく反映する結果となった。一方、経年的にみると、

地表性甲虫類の確認状況にはばらつきもみられた。 

 今年度は、事業実施後 1年目の調査であり、森林再生の把握には、既往調査と同様の仕様による、

長期的なモニタリング調査を行い、地表性甲虫類の種組成の変化を追うことが重要と考えられる。 

 

4.2 まとめ 

 

表 4-1 地表性甲虫類調査結果 まとめ 

調査概要 ・ 事業地内の 4箇所（箇所名：⑩～⑬）、及び近隣の天然林箇所 4箇所（箇所名：天然林 1

～4）の計 8箇所において、7月、8月の 2回ピットフォールトラップにより地表性甲虫

類を捕獲した。 

平成 22年度

結果 

・ 確認されたオサムシ科昆虫は、37種 989個体であった。 

・ 確認種数は天然林より事業地で多かった。事業地の⑩～⑬では非森林性種が、天然林で

は森林性種が多くみられた。 

・ 確認個体数は、事業地より天然林で多い傾向がみられた。天然林では森林性種の占める

割合が圧倒的に高く、確認個体の 90%以上が森林性種であった。また、事業地のうち、

⑪、⑫は森林性種の占める割合が 70%程度、地がき箇所の⑩、⑬は 30%程度であった。 

・ 優占種について、天然林 1～4では優占上位 5種はすべて森林性種であり、4箇所とも森

林性指標種のヒメクロオサムシが第一優占種となった。事業地では、⑪、⑫は森林性種

のアトマルナガゴミムシが優占したが、地がき箇所では非森林性種のアオゴミムシ等が

優占した。 

・ オサムシ科の種構成は、大きくは天然林と笹地・二次林の疎林でわけられ、事業地では

地がきの有無による林床植生、天然林では林況あるいは林縁、林内等設置環境で異なる

ことが推察された。 

経年変化 ・ 確認種数は平成 19年度が 12種、20年度が 25種、21年度が 24種、22年度が 37種で

あり、今年度で最も多かった。今年度初めて確認された種はすべて非森林性種で荒れ地

等にみられる種が多く、種数増加の主要因は、地がきによる既往調査との設置環境の違

いによるものと考えられた。 

・ 確認個体数は、平成 19年度が 411個体、平成 20年度が 214個体、平成 21年度が 308

個体、平成 22年度が 989個体であり、今年度で最も多かった。 

・ 森林性個体数比は年度で大きくばらつく傾向がみられた。一方、天然林 1～4 ではいず

れの年度も確認個体の 60%以上が森林性種で占められた。天然林のように立木密度の高

い箇所では、森林性種で種構成が安定するものと考えられた。 

・ 森林性指標種は、天然林でおおむね増加傾向にあったのに対し、事業地ではほとんど確

認されなかったことから、現段階で安定した森林環境にないことが伺えた。 

・ 森林性のヒメクロオサムシ、オクエゾクロナガオサムシ、ツンベルグナガゴミムシ、エ

ゾマルガタナガゴミムシ、非森林性のキンナガゴミムシは指標性が高いと考えられた。 
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※ドーナツグラフ外側は森林性／非森林性個体数を、内側は森林再生指標種とその他の個体数を示した。 

図 4-1 地表性甲虫調査結果 まとめ 
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平成22年度　雷別地区確認昆虫類一覧
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⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ 天1 天1 天1 天1 天1 天1 天1 天1 天1 天1 天2 天2 天2 天2 天2 天2 天2 天2 天2 天2 天3 天3 天3 天3 天3 天3 天3 天3 天3 天3 天4 天4 天4 天4 天4 天4 天4 天4 天4 天4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

欠欠欠欠 欠欠欠欠 欠欠欠欠
1. トビムシ目 ― トビムシ目 COLLEMBORA sp. 1 1 1 4 1 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 4 2 1 1 2 1 3 6 1 2 2 1

2. バッタ目 ヒバリモドキ科 エゾスズ Pteronemobius yezoensis  (Shiraki) 1 2 1 2 1

3. バッタ目 バッタ科 ナキイナゴ Mongolotettix japonicus  (Bolivar)
4. バッタ目 イナゴ科 ミカドフキバッタ Parapodisma mikado  (Bolivar)
5. バッタ目 ヒシバッタ科 ヒシバッタ属 Tetrix sp. 1 1 1 1 1 1 2 4 1 4 2

6. チャタテムシ目 ― チャタテムシ目 PSOCOPTERA sp. 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

7. カメムシ目 ウンカ科 ウンカ科 Delphacidae sp. 1

8. カメムシ目 アワフキムシ科 マルアワフキ Lepyronia coleoptrata  (Linnaeus) 1

9. カメムシ目 アワフキムシ科 ミヤマアワフキ Peuceptyelus nigroscutellatus  Matsumura
10. カメムシ目 アワフキムシ科 クロフアワフキ Sinophora submacula Metcarf et Horton 1 1

11. カメムシ目 ヨコバイ科 キスジカンムリヨコバイ Evacanthus interruptus  (Linnaeus)
12. カメムシ目 ヨコバイ科 ウスグロクワキヨコバイ Pagaronia aurantia (Metcalf)
13. カメムシ目 ヨコバイ科　 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans (Matsumura)

カメムシ目 ヨコバイ科 ヨコバイ科 Cicadellidae sp. 2 2 1 1 1 1

14. カメムシ目 キジラミ科 キジラミ科 Psyllidae sp. 1 1

15. カメムシ目 アブラムシ科 アブラムシ科 Aphididae sp. 1 1

16. カメムシ目 サシガメ科 ハネナシサシガメ Coranus dilatatus  (Matsumura)
17. カメムシ目 サシガメ科 ホソサシガメ Pygolampis cognata  Horvath 1

18. カメムシ目 カスミカメムシ科 アシアカクロカスミカメ Arbolygus rubripes (Jakovlev) 1

19. カメムシ目 ホソヘリカメムシ科 ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor  Scott 1

20. カメムシ目 ナガカメムシ科 ナガカメムシ科 Lygaeidae sp.
21. カメムシ目 カメムシ科 トゲカメムシ Carbula humerigera  (Uhler)
22. カメムシ目 ミズギワカメムシ科 ミズギワカメムシ Saldula saltatoria (Linnaeus) 1

23. アミメカゲロウ目 ヒメカゲロウ科 ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae sp. 1

24. チョウ目 ジャノメチョウ科 クロヒカゲ Lethe diana diana  (Butler)
25. チョウ目 ヤガ科 シロモンヤガ Xestia c-nigrum  (Linnaeus)

チョウ目 ― チョウ目 LEPIDOPTERA sp. 3 4 3 2 3 3 1

26. ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ科 Tipulidae sp. 1

27. ハエ目 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae sp. 1 1 1 1 1 1

28. ハエ目 ユスリカ科 ユスリカ科 Chironomidae sp. 1

29. ハエ目 タマバエ科 タマバエ科 Cecidomyiidae sp.
30. ハエ目 ツノキノコバエ科 ツノキノコバエ科 Keroplatidae sp. 1

31. ハエ目 キノコバエ科 キノコバエ科 Mycetophilidae sp. 1

32. ハエ目 クロバネキノコバエ科 クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp. 4 3 1 1 2 4 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1

33. ハエ目 ミズアブ科 ニッポンハラキンミズアブ Microchrysa japonica Nagatomi 1

34. ハエ目 アシナガバエ科 アシナガバエ科 Dolichopodidae sp. 1

35. ハエ目 オドリバエ科 オドリバエ科 Empididae sp. 1 1 2 1

36. ハエ目 ハナアブ科 モモブトチビハナアブ Syritta pipiens  (Linnaeus)
37. ハエ目 ノミバエ科 ノミバエ科 Phoridae sp. 1 1 1 3 1 1 2 1 2 8 4 1 1 27 1 2 2 3

38. ハエ目 キモグリバエ科 キモグリバエ科 Chloropidae sp.
39. ハエ目 ショウジョウバエ科 ショウジョウバエ科 Drosophilidae sp. 1

40. ハエ目 トゲハネバエ科 トゲハネバエ科 Heleomyzidae sp. 1

41. ハエ目 フンコバエ科 フンコバエ科 Sphaeroceridae sp. 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 4 1 5 3 5 1 2 4 4 4 3 1 1

42. ハエ目 クロバエ科 エゾクロバエ Onesia hokkaidensis  (Baranov)
43. ハエ目 イエバエ科 オオセアカクロバエ Muscina pascuorum  (Meigen) 1

ハエ目 イエバエ科 イエバエ科 Muscidae sp.
44. ハエ目 ワラジムシヤドリバエ科 ワラジムシヤドリバエ科 Rhinophoridae sp.
45. ハエ目 ニクバエ科 シリタカニクバエ Sarcophaga shiritakaensis (Hori)

ハエ目 ニクバエ科 ニクバエ科 Sarcophagidae sp.
46. ハエ目 ヤドリバエ科 ヤドリバエ科 Tachinidae sp.
47. コウチュウ目 オサムシ科 セボシヒラタゴミムシ Agonum impressum  (Panzer) 1 1 2 1

48. コウチュウ目 オサムシ科 アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum  Habu 1 2 1

49. コウチュウ目 オサムシ科 エゾヒメヒラタゴミムシ Agonum yezoanum  (Nakane) 1 1 1 1

50. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタゴミムシ Amara chalcites  Dejean 1

51. コウチュウ目 オサムシ科 ムネナガマルガタゴミムシ Amara communis  (Panzer)
52. コウチュウ目 オサムシ科 コマルガタゴミムシ Amara simplicidens  Morawitz
53. コウチュウ目 オサムシ科 メダカチビカワゴミムシ Asaphidion semilucidum  (Motschulsky) 1 1

54. コウチュウ目 オサムシ科 ヒメクロオサムシ Asthenocarabus opaculus opaculus  (Putzeys) 1 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

55. コウチュウ目 オサムシ科 クロズカタキバゴミムシ Badister nigriceps  Morawitz 1 1

56. コウチュウ目 オサムシ科 ヨツボシケシミズギワゴミムシ Bembidion paediscum  Bates 2 1 4

57. コウチュウ目 オサムシ科 コブスジアカガネオサムシ Carabus conciliator hokkaidensis  Lapouge 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1

58. コウチュウ目 オサムシ科 エゾアカガネオサムシ Carabus granulatus yezoensis  Bates 1 1 4 1 1 2

59. コウチュウ目 オサムシ科 アオゴミムシ Chlaenius pallipes  Gebler 2 3 2 2 1 2 2 2 1

60. コウチュウ目 オサムシ科 セダカオサムシ Cychrus morawitzi  Gehin 1 1 1 1

61. コウチュウ目 オサムシ科 エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides rugipennis  (Motschulsky) 1 1 1

62. コウチュウ目 オサムシ科 チャバネホソアトキリゴミムシ Dromius ruficollis Motschulsky
63. コウチュウ目 オサムシ科 キイロマルコミズギワゴミムシ Elaphropus latissimus (Motschulsky) 1 1

64. コウチュウ目 オサムシ科 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus  (Panzer)
65. コウチュウ目 オサムシ科 アイヌゴモクムシ Harpalus quadripunctatus ainus  Habu et Baba 1 1 1

66. コウチュウ目 オサムシ科 キノカワゴミムシ Leistus niger alecto  Bates 1

67. コウチュウ目 オサムシ科 オクエゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus pararboreus  Ishikawa 1 1 1 1 1 1 1 1

68. コウチュウ目 オサムシ科 ヨツボシゴミムシ Panagaeus japonicus Chaudoir 1

69. コウチュウ目 オサムシ科 エゾマルガタナガゴミムシ Pterostichus adstrictus  (Eschscholtz) 4 1 1 2 3 1 5 1 6 3 9 4 1 1 2

70. コウチュウ目 オサムシ科 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus  (Motschulsky) 1 2 1 1 1 1 3 2 1 1 1 1 1 1 1

71. コウチュウ目 オサムシ科 ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus  Morawitz 1 1 1 1 1 1

72. コウチュウ目 オサムシ科 アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis  (Tschitscherine) 2 2 1 2 2 1 2 5 2 1 2 3 1 1 2 2 1 2 3 1 2 3 1 1 2 1 3 1 1 2 1 1

73. コウチュウ目 オサムシ科 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis  (Motschulsky) 2 1 1

74. コウチュウ目 オサムシ科 オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai  (Lutshnik)
75. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタナガゴミムシ Pterostichus subovatus  (Motschulsky) 1 1 1 1 1 1 1

76. コウチュウ目 オサムシ科 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis Morawitz
77. コウチュウ目 オサムシ科 ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi  Morawitz 1 1 1 1 1 3 2 1 1

78. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis  (Motschulsky)
79. コウチュウ目 オサムシ科 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus  (Bates)
80. コウチュウ目 オサムシ科 コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho  (Bates) 3 1 1 1 1 1 2 1

81. コウチュウ目 オサムシ科 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus  (Motschulsky)
82. コウチュウ目 オサムシ科 ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus  Bates 1

83. コウチュウ目 オサムシ科 クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis  Morawitz
84. コウチュウ目 ハンミョウ科 ニワハンミョウ Cicindela japana Motschulsky 1

85. コウチュウ目 ハンミョウ科 ミヤマハンミョウ Cicindela sachalinensis  Morawitz
86. コウチュウ目 タマキノコムシ科 ルイスチビシデムシ Catops angustitarsis lewisi  Jeannel 1 1 1 1 1

87. コウチュウ目 タマキノコムシ科 ホソムネコチビシデムシ Mesocatops japonicus  (Jeannel) 1 1 2 7 10

コウチュウ目 タマキノコムシ科 タマキノコムシ科 Leiodidae sp. 1 1

88. コウチュウ目 シデムシ科 ヨツボシヒラタシデムシ Dendroxena sexcarinata  (Motschulsky)
89. コウチュウ目 シデムシ科 ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus  Kraatz 1

90. コウチュウ目 シデムシ科 ヒメクロシデムシ Nicrophorus tenuipes  Lewis 1 1 1 1

91. コウチュウ目 シデムシ科 クロヒラタシデムシ Phosphuga atrata  (Linnaeus) 1 1 1

92. コウチュウ目 シデムシ科 ヒラタシデムシ Silpha perforata venatoria  Harold 1 1 5 1 2 2 2 3 3 4 3 1 7 3 1 1 1 3 1 1 2 1 2 1 1 1 2 2

93. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオアカバハネカクシ Agelosus carinatus carinatus  (Sharp) 1 1

94. コウチュウ目 ハネカクシ科 ムネビロハネカクシ Algon grandicollis  Sharp 2 1 1 1 1

95. コウチュウ目 ハネカクシ科 ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans  Sharp 1 1 1 1 2 3 1 1 2

96. コウチュウ目 ハネカクシ科 カタモンキノコハネカクシ Bolitobius setiger (Sharp) 2 1 1

97. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオマルズハネカクシ Domene crassicornis  (Sharp) 1 1 1 3 1 2 2 1 1

98. コウチュウ目 ハネカクシ科 ニセセミゾハネカクシ Drusilla aino  Nakane
99. コウチュウ目 ハネカクシ科 ツマグロアカバハネカクシ Hesperus tiro  (Sharp) 1

100. コウチュウ目 ハネカクシ科 アカアシオオメハネカクシ Indoquedius praeditus  (Sharp) 1 1 2

101. コウチュウ目 ハネカクシ科 クロハネカクシ Ocypus nigroaeneus Sharp 1

102. コウチュウ目 ハネカクシ科 エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus  Weise 1

103. コウチュウ目 ハネカクシ科 ルリコガシラハネカクシ Philonthus caeruleipennis (Mannerheim) 1

104. コウチュウ目 ハネカクシ科 ニセクロコガシラハネカクシ Philonthus oberti Eppelsheim 1

105. コウチュウ目 ハネカクシ科 アカバハネカクシ Platydracus paganus  (Sharp) 1 1

106. コウチュウ目 ハネカクシ科 ホソフタホシメダカハネカクシ Stenus alienus Sharp
107. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオクビボソハネカクシ Stilicoderus signatus  Sharp
108. コウチュウ目 ハネカクシ科 Tachinus 属 Tachinus sp. 3

109. コウチュウ目 ハネカクシ科 アリヅカムシ亜科 Pselaphinae sp. 1

コウチュウ目 ハネカクシ科 ハネカクシ科 Staphylinidae sp. 1 1 1 1 1 3 2 3 11 4 1 12 1 5 2 2 1 1 2 3 2 3 3 2 1 5 2 5 5 8 2 2 6 3 2 4 9 4 5 1 5 2 6 4 3 7 1 3 4 3 2 1

110. コウチュウ目 センチコガネ科 オオセンチコガネ Phelotrupes auratus auratus  Motschulsky
111. コウチュウ目 センチコガネ科 センチコガネ Phelotrupes laevistriatus  (Motschulsky) 1 1 1 3 2

学名目名 科名No. 和名
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112. コウチュウ目 クワガタムシ科 ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus  Motschulsky
113. コウチュウ目 コガネムシ科 マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis  Harold
114. コウチュウ目 コガネムシ科 カバイロアシナガコガネ Ectinohoplia rufipes  (Motschulsky) 1

115. コウチュウ目 マルトゲムシ科 キヌゲマルトゲムシ Cytilus sericeus  (Forster)
116. コウチュウ目 コメツキムシ科 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus  (Motschulsky) 1

117. コウチュウ目 コメツキムシ科 カバイロコメツキ Ectinus sericeus sericeus  (Candeze) 1

118. コウチュウ目 コメツキムシ科 キバネツヤハダコメツキ Hemicrepidius kibane  Kishii 1 1 1 1 1 1 1

コウチュウ目 コメツキムシ科 コメツキムシ科 Elateridae sp. 1

119. コウチュウ目 ベニボタル科 ニセクロハナボタル Plateros hasegawai Nakane et Baba 1

120. コウチュウ目 テントウムシ科 ルイステントウ Adalia conglomerata  (Linnaeus) 1

121. コウチュウ目 テントウムシ科 シロトホシテントウ Calvia decemguttata  (Linnaeus) 1

122. コウチュウ目 ゴミムシダマシ科 キマワリ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus  Motschulsky
123. コウチュウ目 カミキリムシ科 ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta (Bates)
124. コウチュウ目 ハムシ科 ツブノミハムシ Aphthona perminuta  Baly 1

125. コウチュウ目 ハムシ科 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis  (Baly) 1 1

126. コウチュウ目 ハムシ科 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea  (Mannerheim)
127. コウチュウ目 ハムシ科 アシナガトビハムシ属 Longitarsus  sp.
128. コウチュウ目 ハムシ科 ムモンキスジノミハムシ Phyllotreta ezoensis  Kimoto 1

129. コウチュウ目 ハムシ科 ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis  (Laboissiere) 1

130. コウチュウ目 ゾウムシ科 エゾヒメゾウムシ Baris ezoana  Kono 1

131. コウチュウ目 ゾウムシ科 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus  Roelofs 1

132. コウチュウ目 ゾウムシ科 マツコブキクイゾウムシ Xenomimetes destructor  Wollaston 1

コウチュウ目 ゾウムシ科 ゾウムシ科 Curculionidae sp. 1 1

133. ハチ目 コマユバチ科 コマユバチ科 Braconidae sp. 1 2 1 1 1

134. ハチ目 ヒメバチ科 ヒメバチ科 Ichneumonidae sp. 1 1 1

135. ハチ目 ハエヤドリクロバチ科 ハエヤドリクロバチ科 Diapriidae sp. 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1

136. ハチ目 シリボソクロバチ科 シリボソクロバチ科 Proctotrupidae sp. 1 1

137. ハチ目 タマゴクロバチ科 タマゴクロバチ科 Scelionidae sp. 1 1 2 3 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1

138. ハチ目 ヒゲナガクロバチ科 ヒゲナガクロバチ科 Ceraphronidae sp.
139. ハチ目 トビコバチ科 トビコバチ科 Encyrtidae sp. 1

140. ハチ目 コガネコバチ科 コガネコバチ科 Pteromalidae sp. 1

141. ハチ目 タマバチ科 タマバチ科 Cynipidae sp. 1

142. ハチ目 アリモドキバチ科 アリモドキバチ科 Embolemidae sp.
143. ハチ目 アリ科 ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes  Mayr 2 3 1 1 2 2

144. ハチ目 アリ科 クロヤマアリ Formica japonica  Motschulsky 4 2 2 2 1 1 1

145. ハチ目 アリ科 キイロケアリ Lasius flavus  (Fabricius) 1 1

146. ハチ目 アリ科 クロクサアリ Lasius fuji  Radchenko 1

147. ハチ目 アリ科 トビイロケアリ Lasius japonicus  Santschi 1 1 2 1 1 1 1 1 1

148. ハチ目 アリ科 エゾクシケアリ Myrmica jessensis  Forel
149. ハチ目 アリ科 シワクシケアリ Myrmica kotokui  Forel 1 5 1 1 1 1 2 1 1 1 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 8 47 52 7 1 1 11 6 2 4 4 10 10 8 2 1 1 1 1

150. ハチ目 ベッコウバチ科 オオモンクロベッコウ Anoplius samariensis  (Pallas)
ハチ目 ベッコウバチ科 ベッコウバチ科 Pompilidae sp. 1

151. ハチ目 アリバチ科 アリバチ科 Mutillidae sp.
152. ハチ目 コハナバチ科 コハナバチ属 Lasioglossum  sp.

ハチ目 ― ハチ目 HYMENOPTERA sp. 1
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1. トビムシ目 ― トビムシ目 COLLEMBORA sp.
2. バッタ目 ヒバリモドキ科 エゾスズ Pteronemobius yezoensis  (Shiraki)
3. バッタ目 バッタ科 ナキイナゴ Mongolotettix japonicus  (Bolivar)
4. バッタ目 イナゴ科 ミカドフキバッタ Parapodisma mikado  (Bolivar)
5. バッタ目 ヒシバッタ科 ヒシバッタ属 Tetrix sp.
6. チャタテムシ目 ― チャタテムシ目 PSOCOPTERA sp.
7. カメムシ目 ウンカ科 ウンカ科 Delphacidae sp.
8. カメムシ目 アワフキムシ科 マルアワフキ Lepyronia coleoptrata  (Linnaeus)
9. カメムシ目 アワフキムシ科 ミヤマアワフキ Peuceptyelus nigroscutellatus  Matsumura

10. カメムシ目 アワフキムシ科 クロフアワフキ Sinophora submacula Metcarf et Horton
11. カメムシ目 ヨコバイ科 キスジカンムリヨコバイ Evacanthus interruptus  (Linnaeus)
12. カメムシ目 ヨコバイ科 ウスグロクワキヨコバイ Pagaronia aurantia (Metcalf)
13. カメムシ目 ヨコバイ科　 クロサジヨコバイ Planaphrodes nigricans (Matsumura)

カメムシ目 ヨコバイ科 ヨコバイ科 Cicadellidae sp.
14. カメムシ目 キジラミ科 キジラミ科 Psyllidae sp.
15. カメムシ目 アブラムシ科 アブラムシ科 Aphididae sp.
16. カメムシ目 サシガメ科 ハネナシサシガメ Coranus dilatatus  (Matsumura)
17. カメムシ目 サシガメ科 ホソサシガメ Pygolampis cognata  Horvath
18. カメムシ目 カスミカメムシ科 アシアカクロカスミカメ Arbolygus rubripes (Jakovlev)
19. カメムシ目 ホソヘリカメムシ科 ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor  Scott
20. カメムシ目 ナガカメムシ科 ナガカメムシ科 Lygaeidae sp.
21. カメムシ目 カメムシ科 トゲカメムシ Carbula humerigera  (Uhler)
22. カメムシ目 ミズギワカメムシ科 ミズギワカメムシ Saldula saltatoria (Linnaeus)
23. アミメカゲロウ目 ヒメカゲロウ科 ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae sp.
24. チョウ目 ジャノメチョウ科 クロヒカゲ Lethe diana diana  (Butler)
25. チョウ目 ヤガ科 シロモンヤガ Xestia c-nigrum  (Linnaeus)

チョウ目 ― チョウ目 LEPIDOPTERA sp.
26. ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ科 Tipulidae sp.
27. ハエ目 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae sp.
28. ハエ目 ユスリカ科 ユスリカ科 Chironomidae sp.
29. ハエ目 タマバエ科 タマバエ科 Cecidomyiidae sp.
30. ハエ目 ツノキノコバエ科 ツノキノコバエ科 Keroplatidae sp.
31. ハエ目 キノコバエ科 キノコバエ科 Mycetophilidae sp.
32. ハエ目 クロバネキノコバエ科 クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp.
33. ハエ目 ミズアブ科 ニッポンハラキンミズアブ Microchrysa japonica Nagatomi
34. ハエ目 アシナガバエ科 アシナガバエ科 Dolichopodidae sp.
35. ハエ目 オドリバエ科 オドリバエ科 Empididae sp.
36. ハエ目 ハナアブ科 モモブトチビハナアブ Syritta pipiens  (Linnaeus)
37. ハエ目 ノミバエ科 ノミバエ科 Phoridae sp.
38. ハエ目 キモグリバエ科 キモグリバエ科 Chloropidae sp.
39. ハエ目 ショウジョウバエ科 ショウジョウバエ科 Drosophilidae sp.
40. ハエ目 トゲハネバエ科 トゲハネバエ科 Heleomyzidae sp.
41. ハエ目 フンコバエ科 フンコバエ科 Sphaeroceridae sp.
42. ハエ目 クロバエ科 エゾクロバエ Onesia hokkaidensis  (Baranov)
43. ハエ目 イエバエ科 オオセアカクロバエ Muscina pascuorum  (Meigen)

ハエ目 イエバエ科 イエバエ科 Muscidae sp.
44. ハエ目 ワラジムシヤドリバエ科 ワラジムシヤドリバエ科 Rhinophoridae sp.
45. ハエ目 ニクバエ科 シリタカニクバエ Sarcophaga shiritakaensis (Hori)

ハエ目 ニクバエ科 ニクバエ科 Sarcophagidae sp.
46. ハエ目 ヤドリバエ科 ヤドリバエ科 Tachinidae sp.
47. コウチュウ目 オサムシ科 セボシヒラタゴミムシ Agonum impressum  (Panzer)
48. コウチュウ目 オサムシ科 アシミゾヒメヒラタゴミムシ Agonum thoreyi nipponicum  Habu
49. コウチュウ目 オサムシ科 エゾヒメヒラタゴミムシ Agonum yezoanum  (Nakane)
50. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタゴミムシ Amara chalcites  Dejean
51. コウチュウ目 オサムシ科 ムネナガマルガタゴミムシ Amara communis  (Panzer)
52. コウチュウ目 オサムシ科 コマルガタゴミムシ Amara simplicidens  Morawitz
53. コウチュウ目 オサムシ科 メダカチビカワゴミムシ Asaphidion semilucidum  (Motschulsky)
54. コウチュウ目 オサムシ科 ヒメクロオサムシ Asthenocarabus opaculus opaculus  (Putzeys)
55. コウチュウ目 オサムシ科 クロズカタキバゴミムシ Badister nigriceps  Morawitz
56. コウチュウ目 オサムシ科 ヨツボシケシミズギワゴミムシ Bembidion paediscum  Bates
57. コウチュウ目 オサムシ科 コブスジアカガネオサムシ Carabus conciliator hokkaidensis  Lapouge
58. コウチュウ目 オサムシ科 エゾアカガネオサムシ Carabus granulatus yezoensis  Bates
59. コウチュウ目 オサムシ科 アオゴミムシ Chlaenius pallipes  Gebler
60. コウチュウ目 オサムシ科 セダカオサムシ Cychrus morawitzi  Gehin
61. コウチュウ目 オサムシ科 エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides rugipennis  (Motschulsky)
62. コウチュウ目 オサムシ科 チャバネホソアトキリゴミムシ Dromius ruficollis Motschulsky
63. コウチュウ目 オサムシ科 キイロマルコミズギワゴミムシ Elaphropus latissimus (Motschulsky)
64. コウチュウ目 オサムシ科 ケウスゴモクムシ Harpalus griseus  (Panzer)
65. コウチュウ目 オサムシ科 アイヌゴモクムシ Harpalus quadripunctatus ainus  Habu et Baba
66. コウチュウ目 オサムシ科 キノカワゴミムシ Leistus niger alecto  Bates
67. コウチュウ目 オサムシ科 オクエゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreus pararboreus  Ishikawa
68. コウチュウ目 オサムシ科 ヨツボシゴミムシ Panagaeus japonicus Chaudoir
69. コウチュウ目 オサムシ科 エゾマルガタナガゴミムシ Pterostichus adstrictus  (Eschscholtz)
70. コウチュウ目 オサムシ科 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus  (Motschulsky)
71. コウチュウ目 オサムシ科 ツヤムネナガゴミムシ Pterostichus neglectus  Morawitz
72. コウチュウ目 オサムシ科 アトマルナガゴミムシ Pterostichus orientalis jessoensis  (Tschitscherine)
73. コウチュウ目 オサムシ科 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis  (Motschulsky)
74. コウチュウ目 オサムシ科 オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai  (Lutshnik)
75. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタナガゴミムシ Pterostichus subovatus  (Motschulsky)
76. コウチュウ目 オサムシ科 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis Morawitz
77. コウチュウ目 オサムシ科 ツンベルグナガゴミムシ Pterostichus thunbergi  Morawitz
78. コウチュウ目 オサムシ科 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis  (Motschulsky)
79. コウチュウ目 オサムシ科 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus  (Bates)
80. コウチュウ目 オサムシ科 コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho  (Bates)
81. コウチュウ目 オサムシ科 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus  (Motschulsky)
82. コウチュウ目 オサムシ科 ヒラタキイロチビゴミムシ Trechus ephippiatus  Bates
83. コウチュウ目 オサムシ科 クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis  Morawitz
84. コウチュウ目 ハンミョウ科 ニワハンミョウ Cicindela japana Motschulsky
85. コウチュウ目 ハンミョウ科 ミヤマハンミョウ Cicindela sachalinensis  Morawitz
86. コウチュウ目 タマキノコムシ科 ルイスチビシデムシ Catops angustitarsis lewisi  Jeannel
87. コウチュウ目 タマキノコムシ科 ホソムネコチビシデムシ Mesocatops japonicus  (Jeannel)

コウチュウ目 タマキノコムシ科 タマキノコムシ科 Leiodidae sp.
88. コウチュウ目 シデムシ科 ヨツボシヒラタシデムシ Dendroxena sexcarinata  (Motschulsky)
89. コウチュウ目 シデムシ科 ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus  Kraatz
90. コウチュウ目 シデムシ科 ヒメクロシデムシ Nicrophorus tenuipes  Lewis
91. コウチュウ目 シデムシ科 クロヒラタシデムシ Phosphuga atrata  (Linnaeus)
92. コウチュウ目 シデムシ科 ヒラタシデムシ Silpha perforata venatoria  Harold
93. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオアカバハネカクシ Agelosus carinatus carinatus  (Sharp)
94. コウチュウ目 ハネカクシ科 ムネビロハネカクシ Algon grandicollis  Sharp
95. コウチュウ目 ハネカクシ科 ツヤケシブチヒゲハネカクシ Anisolinus elegans  Sharp
96. コウチュウ目 ハネカクシ科 カタモンキノコハネカクシ Bolitobius setiger (Sharp)
97. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオマルズハネカクシ Domene crassicornis  (Sharp)
98. コウチュウ目 ハネカクシ科 ニセセミゾハネカクシ Drusilla aino  Nakane
99. コウチュウ目 ハネカクシ科 ツマグロアカバハネカクシ Hesperus tiro  (Sharp)

100. コウチュウ目 ハネカクシ科 アカアシオオメハネカクシ Indoquedius praeditus  (Sharp)
101. コウチュウ目 ハネカクシ科 クロハネカクシ Ocypus nigroaeneus Sharp
102. コウチュウ目 ハネカクシ科 エゾアリガタハネカクシ Paederus parallelus  Weise
103. コウチュウ目 ハネカクシ科 ルリコガシラハネカクシ Philonthus caeruleipennis (Mannerheim)
104. コウチュウ目 ハネカクシ科 ニセクロコガシラハネカクシ Philonthus oberti Eppelsheim
105. コウチュウ目 ハネカクシ科 アカバハネカクシ Platydracus paganus  (Sharp)
106. コウチュウ目 ハネカクシ科 ホソフタホシメダカハネカクシ Stenus alienus Sharp
107. コウチュウ目 ハネカクシ科 オオクビボソハネカクシ Stilicoderus signatus  Sharp
108. コウチュウ目 ハネカクシ科 Tachinus 属 Tachinus sp.
109. コウチュウ目 ハネカクシ科 アリヅカムシ亜科 Pselaphinae sp.

コウチュウ目 ハネカクシ科 ハネカクシ科 Staphylinidae sp.
110. コウチュウ目 センチコガネ科 オオセンチコガネ Phelotrupes auratus auratus  Motschulsky
111. コウチュウ目 センチコガネ科 センチコガネ Phelotrupes laevistriatus  (Motschulsky)
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平成22年度　雷別地区確認昆虫類一覧

学名目名 科名No. 和名

112. コウチュウ目 クワガタムシ科 ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus  Motschulsky
113. コウチュウ目 コガネムシ科 マエカドコエンマコガネ Caccobius jessoensis  Harold
114. コウチュウ目 コガネムシ科 カバイロアシナガコガネ Ectinohoplia rufipes  (Motschulsky)
115. コウチュウ目 マルトゲムシ科 キヌゲマルトゲムシ Cytilus sericeus  (Forster)
116. コウチュウ目 コメツキムシ科 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus  (Motschulsky)
117. コウチュウ目 コメツキムシ科 カバイロコメツキ Ectinus sericeus sericeus  (Candeze)
118. コウチュウ目 コメツキムシ科 キバネツヤハダコメツキ Hemicrepidius kibane  Kishii

コウチュウ目 コメツキムシ科 コメツキムシ科 Elateridae sp.
119. コウチュウ目 ベニボタル科 ニセクロハナボタル Plateros hasegawai Nakane et Baba
120. コウチュウ目 テントウムシ科 ルイステントウ Adalia conglomerata  (Linnaeus)
121. コウチュウ目 テントウムシ科 シロトホシテントウ Calvia decemguttata  (Linnaeus)
122. コウチュウ目 ゴミムシダマシ科 キマワリ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus  Motschulsky
123. コウチュウ目 カミキリムシ科 ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta (Bates)
124. コウチュウ目 ハムシ科 ツブノミハムシ Aphthona perminuta  Baly
125. コウチュウ目 ハムシ科 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis  (Baly)
126. コウチュウ目 ハムシ科 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea  (Mannerheim)
127. コウチュウ目 ハムシ科 アシナガトビハムシ属 Longitarsus  sp.
128. コウチュウ目 ハムシ科 ムモンキスジノミハムシ Phyllotreta ezoensis  Kimoto
129. コウチュウ目 ハムシ科 ヒゲナガウスバハムシ Stenoluperus nipponensis  (Laboissiere)
130. コウチュウ目 ゾウムシ科 エゾヒメゾウムシ Baris ezoana  Kono
131. コウチュウ目 ゾウムシ科 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus  Roelofs
132. コウチュウ目 ゾウムシ科 マツコブキクイゾウムシ Xenomimetes destructor  Wollaston

コウチュウ目 ゾウムシ科 ゾウムシ科 Curculionidae sp.
133. ハチ目 コマユバチ科 コマユバチ科 Braconidae sp.
134. ハチ目 ヒメバチ科 ヒメバチ科 Ichneumonidae sp.
135. ハチ目 ハエヤドリクロバチ科 ハエヤドリクロバチ科 Diapriidae sp.
136. ハチ目 シリボソクロバチ科 シリボソクロバチ科 Proctotrupidae sp.
137. ハチ目 タマゴクロバチ科 タマゴクロバチ科 Scelionidae sp.
138. ハチ目 ヒゲナガクロバチ科 ヒゲナガクロバチ科 Ceraphronidae sp.
139. ハチ目 トビコバチ科 トビコバチ科 Encyrtidae sp.
140. ハチ目 コガネコバチ科 コガネコバチ科 Pteromalidae sp.
141. ハチ目 タマバチ科 タマバチ科 Cynipidae sp.
142. ハチ目 アリモドキバチ科 アリモドキバチ科 Embolemidae sp.
143. ハチ目 アリ科 ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes  Mayr
144. ハチ目 アリ科 クロヤマアリ Formica japonica  Motschulsky
145. ハチ目 アリ科 キイロケアリ Lasius flavus  (Fabricius)
146. ハチ目 アリ科 クロクサアリ Lasius fuji  Radchenko
147. ハチ目 アリ科 トビイロケアリ Lasius japonicus  Santschi
148. ハチ目 アリ科 エゾクシケアリ Myrmica jessensis  Forel
149. ハチ目 アリ科 シワクシケアリ Myrmica kotokui  Forel
150. ハチ目 ベッコウバチ科 オオモンクロベッコウ Anoplius samariensis  (Pallas)

ハチ目 ベッコウバチ科 ベッコウバチ科 Pompilidae sp.
151. ハチ目 アリバチ科 アリバチ科 Mutillidae sp.
152. ハチ目 コハナバチ科 コハナバチ属 Lasioglossum  sp.

ハチ目 ― ハチ目 HYMENOPTERA sp.
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雷別地区　地表性甲虫類調査　調査実施状況

【調査地点名：⑩】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 20.8 27.0
調査時の気温（℃） 22.0 31.5
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：⑪】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 19.6 22.5
調査時の気温（℃） 21.0 30.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：⑫】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 20.0 23.5
調査時の気温（℃） 21.5 30.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：⑬】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 19.9 24.0
調査時の気温（℃） 21.5 28.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：天然林1】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 20.0 20.5
調査時の気温（℃） 19.5 25.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：天然林2】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 18.4 20.0
調査時の気温（℃） 19.5 25.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：天然林3】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 20.0 21.5
調査時の気温（℃） 21.5 28.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野

【調査地点名：天然林4】
設置 回収

調査日 2010/8/24 2010/8/31
トラップ個数（個） 10個 10個
調査時の地温（℃） 18.9 21.0
調査時の気温（℃） 21.0 28.0
備考 － －
調査員 濱、石黒、川嶋、鈴木、阿保 石黒、川嶋、高野
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地表性甲虫調査

平成22年8月24日

天然林4

8月調査全景

地表性甲虫調査

説　　明 :

天空_10.jpg

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天空_11.jpg

⑪

天空写真

天空写真

地表性甲虫調査

平成22年8月31日



調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天空_12.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

⑫

天空写真

地表性甲虫調査

平成22年7月22日

⑬

地表性甲虫調査

平成22年7月22日

説　　明 :

天空_13.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天空_天1.JPG

天空写真

地表性甲虫調査

平成22年7月22日

天然林1

天空写真



調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天空_天2.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

平成22年7月22日

天然林3

地表性甲虫調査

平成22年7月22日

天然林2

天空写真

地表性甲虫調査

説　　明 :

天空_天3.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天空_天4.JPG

天然林4

天空写真

天空写真

地表性甲虫調査

平成22年7月22日



調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

作業中_天1ピット設置.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

天然林1

トラップ設置

地表性甲虫調査

平成22年8月31日

天然林2

地表性甲虫調査

平成22年8月24日

説　　明 :

作業中_天2ピット回収.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

作業中_天4回収時トラップ.JPG

トラップ回収

地表性甲虫調査

平成22年8月31日

天然林4

回収時のトラップの
状況



調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

作業中_11植生調査.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

平成22年7月22日

天然林1

地表性甲虫調査

平成22年8月24日

⑪

植生調査

地表性甲虫調査

説　　明 :

作業中_天1地温.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

作業中_天1落葉層.JPG

天然林1

落葉層の計測

地温の計測

地表性甲虫調査

平成22年7月22日



調査種別 :

年 月 日 :

調査地点 :

説　　明 :

天1-1_8月サンプル.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

天然林1

天然林1-1の8月調査
時のオサムシ科昆虫

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

説　　明 :

ヒメクロオサムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

ツンベルグナガゴミムシ.JPG

ヒメクロオサムシ

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

ツンベルグナガゴミ
ムシ



調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

コブスジアカガネオサムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 : 平成22年10月26日

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

コブスジアカガネオ
サムシ

地表性甲虫調査

説　　明 :

コクロツヤヒラタゴミムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

コガシラナガゴミムシ.JPG

コガシラナガゴミム
シ

コクロツヤヒラタゴ
ミムシ

地表性甲虫調査

平成22年10月26日



調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

キンナガゴミムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

キンナガゴミムシ

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

説　　明 :

オクエゾクロナガオサムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

エゾマルガタナガゴミムシ.JPG

オクエゾクロナガオ
サムシ

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

エゾマルガタナガゴ
ミムシ



調査種別 :

年 月 日 :

説　　明 :

アトマルナガゴミムシ.JPG

調査種別 :

年 月 日 : 平成22年10月26日

地表性甲虫調査

平成22年10月26日

アトマルナガゴミム
シ

地表性甲虫調査

説　　明 :

エゾクロバエ.JPG

エゾクロバエ


